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羽村市平和都市宣言

世界の平和は、人類共通の願いです。

私たちは、日本国憲法の平和の精神を守り、世界の
人びとと手を携えて、戦争の防止と、被爆国として
の悲惨な体験から、核兵器のない世界平和の実現に
努めます。

平和と友愛の心を育み、多摩川の清流と、花と緑に
恵まれた、この美しい郷土「はむら」を未来に引き
継ぐことは、私たちの責務です。

羽村市は、戦後 50周年にあたり、平和の誓いを新た
にし、ここに平和都市であることを宣言します。

平成 7年 8月 10 日
羽　村　市

羽村市平和都市宣言
設置場所 羽村市役所玄関前

（羽村市緑ヶ丘五丁目２番地１）
設置年度 平成 7 年度
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発
刊
に
あ
た
っ
て

　

太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら
、
七
十
年
が
経
ち
ま
す
。

　

こ
の
大
戦
で
は
、
三
百
万
人
を
超
え
る
方
々
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
、
沖
縄
戦
や
広
島
・
長
崎

の
原
爆
を
は
じ
め
、
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
で
は
、
一
夜
に
し
て
、
十
万
人
と
も
い

わ
れ
る
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
、
生
き
残
っ
た
方
々
の
多
く
が
、
家
族
と
引
き
裂
か
れ
ま
し
た
。

　

年
々
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
や
社
会
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
戦
争
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
私
達
は
、
ど
の
よ
う
に
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
、
今
日
の

我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
、
多
く
の
先
人
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
と
、
尊
い
犠
牲
に
よ
り
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
、
片
時
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

羽
村
市
で
は
、
平
成
七
年
八
月
、
戦
後
五
十
周
年
に
あ
た
り
、「
羽
村
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、

平
成
二
十
四
年
に
は
「
平
和
首
長
会
議
」
に
、
本
年
五
月
に
は
「
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
」

に
加
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
「
羽
村
市
平
和
都
市
宣
言
」
の
趣
旨
に
沿
い
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
平
和
の
大

切
さ
を
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
機
会
を
継
続
的
に
展
開
す
る
中
で
、
平
和
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
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本
年
度
は
、戦
後
七
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、市
民
の
皆
様
に
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

四
十
名
の
皆
様
が
戦
争
体
験
記
や
平
和
を
願
う
作
文
を
進
ん
で
執
筆
し
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
数

多
く
の
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
文
や
資
料
を
「
語
り
継
ぐ
戦
争
の
記
憶　

―
―
平
和
へ
の

願
い
を
込
め
て
―
―
」
と
題
し
記
録
し
た
も
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
、
平
和
の
心
を
育
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
記
念
誌
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
発
行
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
寄
稿
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
本
に
綴
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
々
の
深
い
悲
し
み
に
接
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
守
る
こ

と
で
、
戦
争
の
防
止
と
、
被
爆
国
と
し
て
の
悲
惨
な
体
験
か
ら
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
の
た
め
、
不
断
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
八
月
十
五
日　
　
　
　
　

羽
村
市
長　

並
木　

心
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